
平成２３年度 八丈町立大賀郷中学校人 権 教 育 全 体 計 画

＊日本国憲法 ＊生徒の実態学 校 の 教 育 目 標

＊教育基本法、学校教育法 １．進んで学習する人 ＊現代社会の要請

＊学習指導要領、他教育関係諸法規 ２．礼儀を大切にする人 ＊教職員の願い

＊都、八丈町教育委員会の教育目標 ３．心身ともに健康な人 ＊保護者、地域の願い

め ざ す 生 徒 像＊人権教育及び人権啓発の推進に関 人 権 教 育 の 目 標

する法律、基本計画。 ＊基礎的、基本的な内容を確実に定着させ、一人ひとりが自らの ＊自分自身を大切にするととも

＊都人権施策推進方針 生き方を考え主体的に進路を選択することができるよう努める に、他の人の立場に立って、。

＊人権教育の指導方法等の在り方に ＊同和問題をはじめ様々な人権課題についての理解と認識を深め その人の気持ちなどを考える

ついて｢第一次とりまとめ｣ させ、自らの課題として偏見や差別の解消に努めることのでき ことができる生徒。

＊人権教育プログラム(学校教育編) る能力や態度の育成を図る。 ＊身近な人権問題に対して偏見

や差別の解消に努めることが

できる生徒。

各教科の指導の重点 特別活動の指導の重点

＊ 学習に対する興味・関心を高め ＊学級活動・生徒会活動学校行、

主体的に学習に取り組む態度を育 事における指導の関連性を図

成するために、各教科において、 りながら推進し、心身の調和

、情報機器等や視覚教材を工夫した のとれた発達を促すとともに

り、体験的な学習や課題解決的な 個性の伸張を図り、豊かな人

活動を充実させる。 間性を育成する。指 導 の 重 点 目 標

、＊個々の生徒の実態に応じた指導内 ＊生徒会活動を一層活性化させ

容の厳選及び指導方法の改善、指 ① 望ましい人間関係を育成し、一人ひとりが充実した学校生活 自らの役割や責任を果たす活

導形態の工夫を図り指導する。 を送ることができるようにする。 動を通して、望ましい人間関

係や公共心を育てる。

② 基礎的・基本的な内容を確実に定着させるとともに、一人一 ＊学年の枠を超えた活動を積極道徳の指導の重点

＊生徒一人一人が、自他の生命を尊 人の個性や能力を伸長させ、進路指導の充実を図る。 的に取り入れ、上級生への信

重し、思いやりの心を育み、人間 頼感と下級生への思いやりの

としての生き方、社会生活に欠か ③ 人権課題の歴史的・社会的背景についての正しい認識を深め 心を育てるとともに、楽しく

せない協調性、積極的に行動する させ、その解決を目指す基本的な能力や態度の育成を図る。 充実した学校生活を送れる態

意欲・粘り強さ・正義感を育てる 度を育成する。

ために、道徳の時間を要として、

総合的な学習の時間の指導の重点教育活動全体を通した道徳教育を

推進する。 ＊生きる力を養うための基礎的

＊また 「道徳授業地区公開講座」 で確かな力を養う。、

を通じ、家庭や地域との連携を図 ＊他人の生き方に学び、自らを

りながら「心の教育」の充実を図 高める力を育成する。

る。 ＊話し合いやコミュニケーショ

ンを大切にし、自己の意見や

考えを表現する力を育てる。

人 権 教 育 学 年 等 目 標

第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年 特 別 支 援 学 級

＊障害者に対して理解を深め、障害 ＊障害者、高齢者、異性に対しての ＊人権についての理解を深め、偏見 ＊障害や困難に負けない、明るく強

者と積極的なかかわりをもてる生 偏見や差別をもたない生徒を育成 や差別をもたない強い心を育成し い心と身体を育てる。、

徒を育成する。 する。 互いに認め、励まし合う人間関係

を築こうとする態度を育てる。

普遍的な視点からのアプローチ 個別的な視点からのアプローチ

＊生きることが人権とどのようにかかわるのかを知り、身近な生活を ＊差別の不合理性についての認識を深め、差別を見抜く感性を養う。

見つめ直すことを通して、かけがえのない人間としての自らの生き ＊人権獲得の歴史と人々の生き方に学び、人々のたくましさや人間の尊

方を追求する。 厳についての認識を深める。

＊自尊感情や他者への思い、願いを敏感にとらえ、豊かな感性や人権 ＊差別の問題を人ごととせず、日常生活の中にあるさまざまな人権に関

感覚を育む。 する課題に気づき、主体的に関わる実践的態度を培う。

＊人と人とのかかわりを通して、互いに認め励まし合う人間関係や人 ＊具体的な人権問題を切り口に、さまざまな人権問題の学びへと発展さ

権についての理解を深め、自分を見つめ高める態度を育てる。 せる。

＊体験的な活動を通して、自分の価値観や世界観を豊かにし、互いを

認め合い共に生きようとする態度を養う。


